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使いたいデジタル教材を教員グループで自作する

化学教育兵庫サークル（ChEC Hyogo）

兵庫県立神戸高等学校 中澤 克行

デジタル教材をうまく活用すれば、学習の理解が深まり、授業の進度を速めることができます。何よりも、生

徒のモチベーションを高めることができます。しかし、自分の授業で欲しいコンテンツがない場合もあります。

そこで私たちのサークルでは、授業で使いやすい短編の動画集を自作する活動を展開しました。

図１ パンフレットの表紙

１．活動の目標

Ⅰ．教室ではできない“危険実験・おもしろ実験”の

短編の動画クリップを多数作成すること。

Ⅱ．効果的にデジタル教材を活用するためのノウハウ

を蓄積すること。

Ⅲ．ＩＣＴを活用した授業実践を展開する理科教員を

増やすこと。

Ⅳ．動画コンテンツを作成できる教員を増やすこと。

以上の４つの目標を設定して、2003年度から活動を

始めました。

２．使われるコンテンツをつくる

理科においては、実際に実験を行い、実体験をする

のがベストです。しかし、危険性、場所、時間、費用

等の限定により、授業時間の中では実施できない、ま

たは実施しにくい実験が多数あります。これらをデジ

タルビデオで撮影し、デジタル・コンテンツ化すれば

多くの理科教員に使われるコンテンツになると思いま

した。これらを日常の授業の中に投げ込み使用すれば、

生徒のモチベーションを高め授業の幅を広げることが

できる優れた教材になると考えました。このようにサ

ークルのメンバーで討議した結果“危険・おもしろ実

験ビデオ”の作成を始めることにしました。

作成に当たって、理科教員であれば誰でもが使いや

すい教材になるように、次の４つの点を工夫しました。

(1) 1～2分程度の短編にする

先生方はそれぞれご自分の授業スタイルをお持ちで

す。そのスタイルを教材に合わせて変更することなく、

今までの授業の流れを変えないで活用できるものを目

図２ 教室でできない実験ビデオの例



- 3/5 -

指しました。できるだけ短い時間で実験結果が明瞭に

観察できるものにしました。どうしても長時間になる

実験については、短編と長編の２種類のコンテンツを

編集しました。

(2) 解説は、必要最小限にする

コンテンツの中に解説が入っているとそれを生徒が

聞いたり読んだりするので、授業の流れをコンテンツ

に合わさざるを得なくなります。また、原理の説明な

どがナレーションされてしまうと生徒に考えさせる授

業ができなくなくなってしまいます。それでは使用し

づらいし、教育効果も半減するので、解説は必要最小

限にしました。授業者の主体性を重視し、授業者が自

分のスタイルで説明を加えたり、科学的思考を促す授

業にしていただけるようにしました。

授業の導入でも、展開でも、まとめにでも自由に料

理して使っていただけると思います。

(3) 教科書の全範囲を網羅するように多数作る

日常的に授業で活用していただけるように、高校化

学の教科書の全分野に渡る120のコンテンツを作成しま

図３

した。今後もコンテンツを作成し増やしていきます。

さらに、サークル会員の得意分野を生かして生物・

物理・地学分野のコンテンツも作成できました。これ

で、気軽にどの単元でも活用できます。

(4) できるだけ単純・明快な実験を収録する

“見れば分かる”を目指し、複雑で分かりにくくな

らないように、接写・スローモーション・ピクチャー

インピクチャーなどを活用し、観察しやすく単純・明

快なものになるように努力しました。 これを見れば

基本概念・本質がよく理解できると思います。

３．だれでも利用できるように、普及する

作成したデジタル・コンテンツをできるだけ多くの

教員に、できれば全国の理科の授業で使ってもらえる

ように以下のような取り組みをしました。

兵庫県では、兵庫物理サークルがコンセプトに違い

があるものの私たちと同様にデジタル教材作成に取り

組んでいます。（詳しくは、兵庫物理サークルのホー

ムページをご参照ください。）そこで、作成したコン

テンツ活用の普及活動を以下のような内容で共同で実

作成したパンフレットの内容例
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施しました。

図４ 兵庫県理化学会研究発表大会の

会場ホールでの普及活動の様子

(1) コンテンツＤＶＤの作成・配付

兵庫物理サークルでは、2005年度から「物理準備

室」というタイトルでデジタル・コンテンツを作成し

ています。物理担当教員が一人しかいない高校が多い

という現状の中で、これから採用されてくる若い教員

にベテランが持つ実験指導のノウハウを継承できるよ

うにしておこうというコンセプトで作成されています。

同じ県内の高校理科を中心としたサークルですので、

私たちのサークルで作成した「おもしろ実験ビデオ」

と「物理準備室」の２つをまとめたＤＶＤを作成しま

した。

このＤＶＤを持っておれば、NET接続環境がない実験

室などで行う授業においてもコンテンツを利用できま

す。

図５ 化学教育兵庫サークルのWebトップページ

http://www.hyogo-c.ed.jp/~h15ChEC/

(2) パンフレットの作成・配付

デジタルコンテンツは、「理科ねっとわーく」や

「NICER」などのサイトに多数ありますが、使いたいコ

ンテンツを探すのに一つ一つ閲覧していると非常に時

間がかかります。このことが、デジタル教材の活用の

普及を妨げる大きな原因になっているようです。多忙

な教員が、欲しい教材を迅速に検索できるようにする

には、やはり印刷物であるパンフレットが必要です。

そこで、ＤＶＤに収録されているすべてのコンテン

ツのタイトル，サイズ、サムネイルと簡単な内容紹介

を記載した36ページ・オールカラーのパンフレットを

1000部作成し、ＤＶＤとともに理科教員に広く配布を

しつつあります。

(3) Ｗｅｂにアップし全国の教員と共有し合う

私たち化学教育兵庫サークルの「おもしろ実験ビデ

オ」も兵庫物理サークルの「物理準備室」も兵庫県立

教育研修所のインターネット・サーバーにアップロー

ドさせていただいています。これを通して県外や小学

校・中学校・大学などでも、また生徒が自宅でも閲覧

することができるようにしていただいています。

しかし、これらがあることを知っている人は良いの

ですが、知らない教員が授業で使いたいデジタル教材

がないか検索しても見つけていただけないことがあり

ました。

そこで、県立教育研修所の企画調査課長さんにお

願いをしたところ、快くご理解をいただきました。20

07年1月に県立教育研修所のＷｅｂのトップページのリ

図６ 兵庫物理サークルのWebトップページ

http://www.hyogo-c.ed.jp/~h17hpc/
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ニューアルをされるということで、その折に、化学と

物理だけでなく兵庫県内の他の教科の教育情報共有化

促進モデル事業の取り組みも合わせて、リンクを見つ

けやすくしていただきました。

これで、全国の理科の教員とデジタル・コンテンツ

の共有ができる条件ができあがりました。

４．動画コンテンツを作成できる教員を増やす

それぞれの教員が実際に欲しい教材は、同じ科目で

あっても学校・場面・学年によって微妙な差があり、

他人が作った教材は使い勝手が悪いことがよくありま

す。そこで、「こんなコンテンツが欲しい」という思

いのある教員に、私たちのサークルに加入していただ

き、一緒にコンテンツ作成をしようと思っています。

そして、そのコンテンツを活用した授業実践の研究を

一緒に進めることを今後やっていくつもりです。

自作の教材は、必ず利用されます。つまり、仲間に

なっていただき一緒に取り組むことによって確実にＩ

ＣＴを活用する教員が増えることにもなります。

私たちも、初めはデジタルビデオの編集やデジタル

・コンテンツ化の仕方を誰も知りませんでした。この

活動を始めて研修を積む中で多くのメンバーが自作で

きるようになってきました。また、各学校で盛んにＩ

ＣＴ活用実践を進めていくようになりました。

欲しい教材を気軽に作成できる体制（身近に教員の

自主的なサークルなど）があればＩＣＴの活用は普及

するに違いありません。

また、動画コンテンツ作成能力のある教員は、ＩＣ

Ｔを旺盛に、しかも効果的に利用できる実践力のある

教員になる可能性が大きいでしょう。

図７ コンテンツ作成講習会

（カノープスビデオサロンにて）

図８ ３サークル合同研究会（2007.1.12）

５．化学教育兵庫サークルの発展

私たちのサークルは、1995年阪神淡路大震災の直後

に発足しました。毎月、第２土曜日に研究会を開いて

います。日々の教育実践の交流や授業研究・教材研究

を目的に、自主的に集まった教員のグループです。

活動の一環として1997年度から、危険・おもしろ実

験ビデオの撮影・編集を始めました。電子編集機での

作業は非常に時間がかかり大変なものでした。ＶＨＳ

ビデオテープにダビングして、テープ代実費での販売

もしましたが、余り普及しませんでした。

それから数年たち、みるみる情報機器が発展し、20

03年度から今回報告させていただいた活動が展開でき

るようになりました。

この取り組みの中で、兵庫物理サークルや神戸理科

サークルとのつながりが生まれました。今後も互いに

協力し合い、小学校・中学校・高等学校・大学の教員

で連携して、学校における系統的な科学教育（理科教

育）の在り方を意見交換し合いながら、今後の理科教

育を展望し、それぞれの実践が発展していくように活

動を続けていきたいと思っています。

おわりに

この活動は、デジタル・コンテンツの作成と活用そ

して普及を目的に、文部科学省が行っている教育情報

共有化促進モデル事業の補助金をいただき、平成15，

17，18年度に行いました。

「こんなデジタルコンテンツが欲しい」「“おもし

ろ実験ビデオ”のＤＶＤを使って授業実践をしてみた

い」と言われる方は、ご連絡ください。

連絡先 E-mail：knakazawa★hyogo-c.ed.jp


